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第22回京滋支部学術集会
学術集会会長：大津赤十字病院病院長　小川 修

　2025年10月11日（土）に、京都テルサ（京都府民総合

交流プラザ）にて第22回日本医療マネジメント学会京

滋支部学術集会を開催いたしました。一般演題100題

が集まり５会場を用いた開催形式としました。

　「笑顔と信頼の病院づくりの工夫」と銘うったパネル

ディスカッションでは、各地域で先進的役割を担う５

名のパネリストにより議論が交わされました。

　昼食時には、ランチョンセミナーを４会場設けまし

た。

　旭川赤十字病院の牧野憲一名誉院長・特別顧問によ

る「患者さんに笑顔と信頼を提供する病院の質管理」の

基調講演、さらに、京都大学医学部附属病院医療情報

企画部の黒田知宏教授による「京都大学の医療DX戦略」

の特別講演では、数多くの聴講者が集まりました。全

体で565人の参加者があり、医療マネジメントに関わ

る多職種の方々に楽しい学びの１日になったと思いま

す。

　本学術集会を開催するにあたり、多大なるご支援と

ご協力を賜りました関係各位の皆様に心より感謝申し

上げます。

2025年度医療安全分科会（Web開催）
テーマ：医療安全とコミュニケーション

　　（テクノロジー・人・モノ）

　高齢者患者の増加と人材不足や医療従事者の業務負

担の増大により、医療現場ではコミュニケーションの

質と効率の向上が急務となっています。その一環とし

て、AIチャットボットや会話型AI（例：ChatGPT）の

導入が進み、患者との対話や業務支援に活用されてい

ます。

　本分科会では、医療安全管理者の視点から、テクノ

ロジーと人 人対人・モノなどのコミュニケーションの

効果と課題、導入時の組織マネジメントについて議論

します。

　テクノロジーの導入は、医療現場におけるコミュニ

ケーションの質と効率を向上させる可能性があります。

しかし、その効果を最大限に引き出すためには、導入

施設と医療安全管理者が協力し、セキュリティ対策や

教育・トレーニング、組織マネジメントを適切に行う

ことが不可欠です。本分科会を通じて、これらの課題

と解決策について議論し、今後の医療現場におけるテ

と題して、固定観念にとらわれがちな思考を柔軟にほ

ぐしていただく、大変興味深いご講演を賜りました。

一般演題（口演）では、多職種連携や新たな取り組みに

関する8題の発表があり、一般演題（ポスター）では、

19題の各医療機関での取り組みが披露され、活発な意

見交換が行われました。

　当日は、128名の参加者を迎え、盛会のうちに終了

いたしました。

　本学術集会の開催にあたり、ご支援・ご協力を賜り

ました関係各位に心より御礼申し上げます。

第20回広島県支部学術集会
学術集会会長：独立行政法人県立広島病院院長

板本敏行

　2025年９月

20日（土）、県

立広島病院中

央棟２階講堂

において第20

回広島県支部

学術集会を開

催いたしまし

た。テーマは「病院経営の改善に少しでも貢献するため

に〜各部門の取り組み〜」として、医事課、薬剤部、経

営企画室、看護部からの演壇者６名によるパネルディ

スカッションと総合討論を行いました。

　パネルディスカッションでは、DPCプロジェクト

チームを発足させ効率係数・複雑性係数・救急医療係

数を改善する活動や（医事課）、薬剤師不足の改善を目

的とした院外処方箋の推進や薬剤管理指導料の請求点

数の向上および算定漏れの改善に関する活動が報告さ

れました（薬剤部）。複数の部課に共通した事例として

はRPAの活用が取り上げられ、業務の効率化や統計

データの分析及び共有による意識改革などへの効果が

報告されました（経営企画室・看護部）。他にも、特定

行為研修修了者の活用や多職種により構成されたチー

ム活動による、入退院支援体制、応援体制、リシャッ

フル・補完体制の強化に関する活動などが報告されま

した（看護部）。

　各演壇とその後の総合討論では活発な意見交換や質

疑応答が行われ、盛会のうちに終了いたしました。当

日は94名のご参加があり、本学術集会の開催にあた

り、多くの関係各位にご支援とご協力を賜りましたこ

とに心より感謝申しあげます。以上、ご報告いたし

ます。

会場風景


